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キルトのバッグ、布絵、コースターなど、

5人の作品の作り方も掲載！

暮らしを古布で彩って

ポストカード
巻末とじ込み付録

手づくり型紙

個性を演出する古布の装い

古布で仕立て名
古布を着こなす
布の魅力あふれるバッグがたくさん

やっぱり欲しい袋物

古布作品に使いたい．血筋
パーツカタログ

手
づ
く
り
を
楽
し
む
号
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2つ折りにして
メッセージカードにして下さい
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巻
頭
と
じ
込
み
付
韓
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
　
ミ
シ
ン
日
で
切
っ
て
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
メ
ッ
セ
⊥
ソ
カ
ー
ド
と
し
て
お
使
い
下
さ
い
。
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古布もこ魅せら柑て暮らl

手づくりを楽しむ号
其の三
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使い込まれた藍染に墾び心を加え

親しみのわく一着に
神奈川県●久保栄子さん

牒一枚分で作った
ふんわりブラウス

半枚の略を使ったブラウス。襟元や

裾にはγひもを通し、ギャザ二を寧華

て示る。淡い色や吟るやか亮ライン

が、女性らしいイメージ

剣道着を使った

男性用のジャケット

左下／ご主人のために作った

ジャケット。剣道着をばらして

布を取り、身頃や袖に切り替え

を入れて変化に嘗んだ見た目

にしている　左上／味のあ季

ボタンは、ご主人が手作りした

もの。桜の積を切り、食用油を

しみ込ませてからニスを塗っ

て仕上げた　車上／前身頃の

裏に使ったのは、昔の矢を革さ

めていた袋の生地も　くすんだ色

と風情ある文字で百を引くデ

ザインに　右下／ポケットに

も前身頃の裏と同様、矢の袋を

使った。苦の硬貨にひもを通し

て縫いつけ、アクセントに

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
で
身
に
つ
け

た
技
術
を
生
か
し
、
古
い
藍
染
な
ど

を
洋
服
に
仕
立
て
て
い
る
久
保
さ
ん
。

「
古
い
着
物
を
無
駄
に
す
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
と
着
物
を
洋
服
に
仕
立

て
直
す
お
母
さ
ま
を
見
て
育
っ
た
た

め
、
古
布
を
使
っ
た
洋
服
づ
く
り
を

す
る
よ
う
に
な
る
の
は
自
然
な
流
れ

で
し
た
。
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、

1
2
年
ほ
ど
前
に
出
か
け
た
キ
ル
ト

の
展
示
会
。
「
斬
新
で
個
性
的
な
餅
の

ベ
ス
ト
に
心
を
奪
わ
れ
た
の
で
す
」
。

特
に
好
ん
で
使
う
の
が
、
檻
襟
や

柔
道
着
、
剣
道
着
、
職
な
ど
で
す
。
「
暮

ら
し
の
な
か
で
使
い
込
ま
れ
た
、
や

わ
ら
か
な
風
合
い
の
古
布
が
大
好

き
」
。
洋
服
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
使
い
た

い
古
布
を
作
業
台
に
並
べ
、
に
ら
め
っ

こ
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

布
の
組
み
合
わ
せ
が
か
た
ま
っ
た
ら

制
作
に
か
か
り
、
最
後
に
遊
び
を
加

え
る
の
が
久
保
さ
ん
流
で
す
。
コ
ー

ト
に
は
ご
主
人
お
手
製
の
流
木
の
ボ

タ
ン
を
、
シ
ャ
ツ
の
襟
元
に
は
小
さ

な
人
形
を
つ
け
て
ア
ク
セ
ン
ト
に
。

デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
に
こ
だ
わ
り
、
愛
着

が
わ
く
よ
う
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
は
シ
ャ
ツ
や
モ
ン
ペ
、
出

か
け
る
と
き
は
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
コ
ー

ト
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
る
久
保
さ

ん
。
日
々
手
作
り
の
服
に
親
し
ん
で
、

暮
ら
し
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
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帖と縞のワンピース風コート

右　左右の身頃に別々の古布を使ったユニークなコート。向かっ

て右側の身頃駄胤こ柿渋を準じたもの。太車専　門円　描描碑長

部分を大胆に使った。左側の身頃には満を償っている。薄茶と

鮒のコントラストが美しい　左‾柚には低を便駄七分袖に仕

ことで動きやすく、すっきりと した印象になってし



裏地のブラウスとモンベ

：薄手のブラt

の生地をはぎ合わせたもの。裾の部分に端切れをあしらい、かわい

らしい印象に　左下　刺し子が施された藍染の古布のモン＜㌧　ひざ

いたので裏から布を当て、赤い糸で刺し子した

．＿ご＿　j■

水色の麻入りのシャツとモンベ

左　子とも用の祝い着で仕立てた、壬にぴったりのシャツ。背について

いた家紋を前身頃の下部に配置して、、アクセントにしている　中央上

身頃の丈を出すため、同じ着物の端切れを合わせて調節。段差をつけて、

カジュアルなイメージに　中央下‘‾襟元に端切れで作った小さな人形を

つけて、愛らしい雰囲気に0久保さんの手作りで、ちょっとしたあき時

間によく作るものだそう　右　麻のモンへは骨董市で買ったもの。裾に

アクセントに

工
夫
を
凝
ら
し
た

布
合
わ
せ
や
刺
し
子
で

愛
敬
あ
る
洋
服
に

錨
l
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訂
虹
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ペンギンのぬいぐるみは剣道着

などの端切れを貼りつけて制作○

作家のkinuuさんの作品を展示

会で見て衝撃を受け、自らもぬ

いぐるみづくりを始めたそう

諾濫

あまった柔道着や檻

複の端切れを使って、

かわいらしいぬいぐ

るみに。わざとラフ

に縫いつけ、目には

数珠玉を使い、味わ

いを出している

襟複に当ててあった布

がはがれたら、そのつ

ど補強。刺し子を施し

て、大切に使っている○

味わいがましてぬくも

りが感じられる洋服に



合
口ばしの布を巻いて顔の中央にあらくま

つって縫いつける。飾り布を好みのバラ

ンスで縫いつける。

縫いとめる

合
図を参考に足用のワイヤーをラジオペンチ

で曲げて2組のパーツを作る。ボディの

足をつける位置に目打ちなどで穴をあけ、

背中から6～8cm程度ワイヤーが出るよ

うにさし込む。背中から出たワイヤー2

本をねじってつなぎ、上からフェルトを木

工用接着剤で貼り、端切れを縫いつけて隠

したら、でき上がり。
3～3．5cm

食
巻末A面の型紙の通りに、ボディ、マチ、

顔、目A、目B、員C、羽、口ばしの布を

裁つ。左右のボティの間にマチを挟む形

でAとBの合印で合わせながら中表にし、

縫い代0．5cmで縫い合わせる。返し口は

縫わずに残しておく。表に返して手芸綿

をしっかり詰め、返し口をまつり縫いで

とじる。綿を入れたときにシワが寄りや

すいので、後頭部をつまんで形を整える。

合印A 0．5cn

命
顔を2枚重ねて○にあらくまつりつける目

Aと日Bはそれぞれ2枚重ねてぐし縫い

する。目Aを右に、目Bを左に配してあら

くまつった後、目Cの布を重ね、2本どり

した木綿糸で横に一本、図のように縫い

とめる。目Cの上に数珠玉を縫いつける。

合
羽を外表に合わせて中に少量の綿を詰め、

ぐし縫いする。左右のバランスを見なが

ら合のボディにあらくまつって縫いとめる。

■材料

㊨ボディ用の布

（漂白した餅・13×15cm）………左右各1枚

㊥マテ用の布

（漂白した餅・5×13cm）………………1枚

㊥顔用の布

（柿渋巣をした柔道着・6．5×5．5cm）……2枚

＠日A用の布

（柿渋巣をした柔道着・3×4．5cm）‥…・2枚

㊥日B用の布

（柿渋巣をした柔道着・3×4．5cm）……2枚

㊥目C用の布

（柿渋染をした柔道着・2．5×1．5cm）……2枚

＠羽用の布

（柿渋染をした柔道着・10×10cm）
……・左右各2枚

㊥口ばし用の布（3．5×2cm）……………1枚

㊥飾り布（好みの端切れ）……………適宜

㊥手芸棉

※お尻以外は布やフェルトの端切れでもよい

画数珠玉　………………………………2個

㊥足用ワイヤー

（¢0．2～0．25×25～35cm）……………2本

＠フェルト（¢2～3cm）…………………1枚

㊨ミシン糸

＠手縫い糸

2
本
ど
り
の
木
綿
糸
で
縫
い
と
め
る
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